
① はじめに - ビッグデータとは

これまであまり活用されていなかった膨大なデータ
（ビッグデータ）の解析が可能になってきている．

データの収集 データの蓄積 データの解析

各種
センサー

インターネット
検索履歴

商品の売上
ハードディスク

クラウド
コンピューティング

分析ツール

機械学習法などの
解析アルゴリズム

ビッグデータの有用性：新たな知見の獲得，近未来の予測など

など

→ 幅広い分野での活用

② 機械学習法の適用方法 – 研究課題

本研究では，
鉄道分野におけるビッグデータを用いた解析の第一歩として，
以下に示す方法で，車両の個性特定について検討を行う．

Aグループ

走行履歴データ

測定データ
ナイーブベイズ分類器

Aグループ

Bグループ

機械学習法
各グループの特徴を学習

Bグループ

分類器のよる分類結果実際に属するグループ 比較

③ 機械学習法の適用方法 – データの収集

車両走行状態監視装置

編成番号 輪重・横圧

地上側ひずみゲージ

デジタルデータ

本社・指令所へ

データ処理

東京地下鉄の営業線に設置

グループ 編成数 車両数 履歴データ 測定データ

Aグループ 10編成 1編成10両 430回 851回

Bグループ 11編成 1編成10両 460回 849回

履歴データ：過去10日間 測定データ：分類器作成後20日間

編成番号取得地上子

④ 機械学習法の適用方法 – ナイーブベイズ分類器

各特徴量について，グループごとの確率密度分布を作成．

ナイーブベイズ分類器
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A BF F A BF F→ Aグループに分類 → Bグループに分類

各グループの特徴を学習・分類するための基準

⑤ 機械学習法の適用方法 – ねじれ成分とは

台車ねじれ成分

車体ねじれ成分

前台車ねじれ成分=(P1+P4)-(P2+P3)

後台車ねじれ成分=(P5+P8)-(P6+P7)

車体ねじれ成分
={(P1+P3)+(P6+P8)}-{(P2+P4)+(P5+P7)}

車両8輪の輪重による台車・車体ねじれ成分を特徴量とする
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⑧まとめ

・ 鉄道の分野，特に機械系分野においては
・ 適用例の少ないビッグデータの解析を行った．

・ 車両走行状態監視装置によって得られた
・ ビッグデータを，今回はじめて機械学習法に
・ より解析した．

・ ねじれ成分を特徴量としたビッグデータ
・ 解析により，車両の個性として車体や台車の
・ 構造の特徴を特定することができた．
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車両走行状態監視装置

ねじれ成分

Naive Bayes 分類器

グループA、またはBの傾向を示す

グループ A

グループ B

分類

車両走行状態監視装置からのデータ

A B

特徴量
(A,B それぞれのれじれ成分)

学習（分類器を作成）

実際のグループ

Measurement data

Classification results by machine 
learning method

Group A Group B

Actual group
Group 1 851 time 0 time

Group 2 0 time 849 time

分類器による分類結果と，実際の車両データを比較

分類の結果は実際の車両グループ分類と完全に一致

グループ A : タイプ A の台車を使用した車両

れじれ成分を特徴量として、ビックデータ解析を行うことにより、
車両の個性を分類できることを示した．

⑥ 機械学習法の適用－車両個性の判定

学習

編成番号，
輪重，横圧

編成番号

＜ 全体フロー ＞

グループ B : タイプ Bの台車を使用した車両

⑦ 機械学習法の適用－車両編成の判定
＜ 全体フロー ＞

輪重・横圧と車両編成番号との関係を学習

機械学習（Naive Bayes 分類器）

車両走行状態監視装置からのデータ（輪重・横圧）

Naive Bayes 分類器

車両編成検証用データ

営業線における車両走行状態監視装置からのデータ
３０日分．

・１０日分（サンプル数890 セット）で分類器を作成．
・２０日分（サンプル数1700セット）で検証.

分類器による結果と、実際の車両編成を比較

れじれ成分を特徴量として、
ビックデータ解析を行うことにより、
車両の編成判定を行えることを示した．




